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ヤマハ発動機株式会社

資源循環と適正処理への取り組み
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会社概要

1. 会社概要
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【社名】 ヤマハ発動機株式会社

【創立】 1955年（昭和30年）7月1日

【資本金】 861億円（2022年6月末現在）

【代表取締役社長】 日髙 祥博

【従業員数】 ヤマハ発動機（株）連結会社計
52,554人（2022年12月末現在）

ヤマハ発動機（株）
10,193人（2022年12月末現在）

【本社】 静岡県磐田市新貝2500 
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1-1. 基本情報
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ランドモビリティ

65.3%

金融ｻｰﾋﾞｽ

2.8%
ロボティクス

5.2%

マリン

23%

2022年売上高

2兆2,485億円

その他

2.8%
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ランドモビリティ マリン

ロボティクス 金融サービス その他

14,682 億円 5,170 億円

1,159 億円 622 億円 851 億円

1-2. 2022年売上高
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本社・各工場・各事業所
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1-3. 本社・各工場・各事業所
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日本をはじめ、アセアン各国・中国・インドなどのアジア地域・欧州
北米・南米・アフリカにおいて、二輪車等の製品および部品を生産。

Ｅｕｒｏｐｅ

Ａｓｉａ

Ｊａｐａｎ

Ｎｏｒｔｈ
Ａｍｅｒｉｃａ

Ｓｏｕｔｈ
Ａｍｅｒｉｃａ

Africa
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1-4. グループ会社
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資源循環と適正処理への取り組み
～持続可能な社会実現の為に～
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2. 循環資源への取り組み
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環境長期目標 「ヤマハ発動機グループ環境計画2050」 を設定。
ESG課題に積極的に取り組んでいます。

方向性： 廃棄物の削減、 資源循環の加速

2-1.資源循環に関する目標
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体制図

①環境委員会とは...
・取締役を委員長とする組織。

②ワーキンググループとは...
・環境委員会の諮問機関の１つ。
・廃棄物削減等の実活動を推進。
・事務局 / プラントエンジニアリング部
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Ⅱ.中長期の環境計画

Ⅲ.環境保全に関連する戦略投資案件

Ⅰ.環境にかかわる活動の方針

Ⅳ.そのほか環境経営に関する重要課題

上記に関する審議を実施。

・

2-2.資源循環目標を推進する体制



Copyright © Yamaha Motor Co., Ltd.  All Rights Reserved. 

廃棄物の削減活動について

9
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鉱さい 31％

廃プラ 9％

全社種類別割合 と 削減施策

・社内再生
・中子減肉
・排熱利用の脱水
・未硬化砂再使用

汚泥 7％

・社内再生
・有価売却
・梱包材再使用

・蒸発濃縮
・排熱利用の脱水

廃酸 22％

廃油 24％

・蒸発濃縮

・延命化

・社内処理
・蒸発濃縮

2-3. 廃棄物の削減活動について
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なぜクーラントを廃棄する？ 分離 & 腐敗

2-3. 廃棄物の削減活動について

微生物増殖が原因

（加工精度低下、刃具摩耗増、悪臭）

なぜ分離・腐敗する？

なぜ微生物が増殖する？ 他油混入 ＆ 切子堆積 ＆ PH低下 が 真の原因

①使用＋他油混入 PH低下

②PH低下に伴い菌類活動開始

③クーラント腐敗開始

④経過と共に切粉が堆積

⑤堆積切粉に嫌気性菌類繁殖

⑥腐敗増進（クーラント性能低下）

⑦クーラント廃棄

廃棄までのプロセス
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■クーラント延命技術（体系化）
主要対策

希釈水質 改善

油除去

クーラント延命化 分離 ①濃度管理

阻害要因 項目

切粉除去（サイクロンセパレータ導入）

基準pH設定、PH計設置

高耐久油剤変更

供給方法 見直し濃度計、循環化

②希釈水質

③油剤耐久性

④他油混入

⑤切粉

⑥微生物

腐敗

2-3. 廃棄物の削減活動について

他油混入 ＆ 切子堆積 ＆ PH低下 を 管理

腐敗を防ぎ 長持ちさせる（延命化）＝ 廃棄量削減
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加工機

ダーティータンク クリーンタンク

PP

希
釈
水

油剤

①濃度計 ⑥PH計

②工業用水

③高耐久油剤

⑤サイクロンセパレータ

④スクリュー式油水分離

発生させない工程づくり

オリジナル新油開発異物対策他混入対策PH・濃度管理

要因の項目毎に対策アイテムを選定

2-3. 廃棄物の削減活動について
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分別回収

◆製品 ３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）設計／製品リサイクルの推進・・・・

二輪車３Ｒ設計の取り組み

◆工場・オフィス 発生抑制／再利用／再資源化／分別回収・・・・

二輪車リサイクルシステムへの参加

FRP小型船舶・・・FRP小型船舶リサイクスシステムへの参加

FRPプール・・・リニューアル、リデュース、リユース、リサイクルの推進

Rの推進
Renewal（リニューアル）…改装
Reduce（リデュース）…発生抑制
Reuse（リユース）…再利用
Recycle（リサイクル）…再資源化

・リサイクル率100%
・排出物総量20千t

2-3. 廃棄物の削減活動について

その他会社全体としての削減取り組み

14
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FRPプール 「リサイクル」

FRPプールの４R取り組み事例

FRPプール 「リデュース」

リターナブルパレット

既存のプールを最大限活用して
FRPプールにリニューアル

FRPプール 「リニューアル」 FRPプール 「リユース」

廃棄物▲85% ＆ 工期短縮

定期的なメンテナンスで長期使用
➔ 省資源化

1978年設置
15

世界水泳の仮設プールを解体移設
常設プールとして再利用

独自工法により、解体・移設・再利用 可能

リサイクル 100％ が可能に（マテリアル＋サーマル 両面リサイクル）

ポルトランドセメントの生成とエネルギー源に利用

溶融化による差資源化、熱回収（発電）

ポルトランドセメント ケイ酸カルシウムを主成分とするセメント１種

2-3. 廃棄物の削減活動について
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廃棄物の適正処理維持活動について
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法違反

その他

法違反

環境汚染

不法投棄

倒産

災害・事故

契約管理

保管基準

マニフェスト管理

契約先 2重化
(リスクヘッジ)

教育・力量評価

事象 対策要因

電子マニフェスト
システム一元管理

委託先監査

廃棄物のリスクとして、法違反、ブランド毀損と操業影響がある

17

2-4. 廃棄物の適正処理維持活動について

排出先要因

自社要因

廃棄物リスク
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憲法

環境基本法
・・・

循環型社会形成
基本推進法

廃
棄
物
処
理
法

資
源
有
効
利
用
促
進
法

循
環
資
源

管
理
規
程

・・・

法
律

社
内
規
定

社内規定（循環資源管理規定等）

社内規定にて 法 とその リスク に対応
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2-4. 廃棄物の適正処理維持活動について

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
運
用
要
領

廃
棄
物
分
析
要
領

廃棄物マニフェストの法違反リスク対策

社内資格制 力量ある人材のみが交付

法基準外の保管場所・廃棄物管理のリスク対策

保管場所や廃棄物管理方法を明記

未契約、委託基準外業者への排出等リスク対策

本社プラントエンジニアリング部で一元管理
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①廃棄物 成分分析実施時期
・年１回（定期）
・工程変更⇒成分変化

②分析結果報告書 作成
・特別管理産業廃棄物の該非
・契約内容との差異確認

④契約書の内容と差異確認
・差異ありはPE部 対応協議
・成分分析対策報告書 を５年間保管

③分析結果報告書 提出
・本社プラントエンジニアリング部 へ

１回/年 以上 委託廃棄物の成分分析を実施

承認 担当 担当

年　月　日 年　月　日 年　月　日

排出部署名

排出場所

処分委託業者名

収集運搬委託業者名

排出産業廃棄物　種類

排出産業廃棄物　名称

試験成績書　取得手段

特別管理産業廃棄物（特管）該非

契約
内容

契約内容※１と上記産業廃棄物との差異

契約内容※１と上記産業廃棄物との差異
（契約書№　　　　　　　　　　　）

産業廃棄物処理委託業者への報告日／委託先
担当者／（報告手段）

該当
非該
当

1 ｐＨ ○ 2＜ｐH＜12.5

2 アルキル水銀化合物 △ 検出されないこと

3 水銀又はその化合物 ○ 0.005以下
4 カドミウム又はその化合物 ○ 0.09以下
5 鉛又はその化合物 ○ 0.3以下
6 有機燐化合物 △ 1以下
7 六価クロム化合物 ○ 1.5以下
8 砒素又はその化合物 ○ 0.3以下
9 シアン化合物 ○ 1以下
10 ポリ塩化ビフェニル △ 0.003以下
11 トリクロロエチレン △ 0.3以下
12 テトラクロロエチレン △ 0.1以下
13 1,1,1-トリクロロエタン △ 3以下
14 ジクロロメタン △ 0.2以下
15 四塩化炭素 △ 0.02以下
16 1,2-ジクロロエタン △ 0.04以下
17 1,1-ジクロロエチレン △ 1以下
18 シス-1,2-ジクロロエチレン △ 0.4以下
19 1,1,2-トリクロロエタン △ 0.06以下
20 1,3-ジクロロプロペン △ 0.02以下
21 ベンゼン △ 0.1以下
22 チウラム △ 0.06以下
23 シマジン(CAT) △ 0.03以下
24 チオベンカルブ △ 0.2以下
25 セレン又はその化合物 ○ 0.3以下
26 含水率 ○ ─
27 熱灼減量 ─ ─
28 油分 ○ ─
29 引火点 ─ ─
30 ダイオキシン類(生物検定法) △ 3（ng-TEQ/g）以下

31 1,4-ジオキサン △ 0.5以下
32 ※4 ヘキサメチレンテトラミン ※4 ※4

 非該当  ・  該当（該当項目　　　　 　　　　　）

排出
部署

産業
廃棄
物

内容

・分析業者による成分分析　・ＳＤＳ等により代替　・社内分析　・省略

分析
要否

判定基準
（㎎/ℓ）※3

分析値

差異なし　・　差異あり※２（差異項目　　　　　　　　）

特管該非判
定

汚泥・燃え殻・ばいじん・鉱さい・廃酸・廃アルカリ・廃油

環境
施設
確認

差異なし　・　差異あり※２（差異項目　　　　　　　　）

／　　　　　　　　／

成分分析項目（有害物質等）

汚泥   

備考

排出部署
承認

内線
メールボックス

№

産業廃棄物成分分析
結果報告書

【別紙２】

年　月　日

本社環境施設

担当者名
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2-4. 廃棄物の適正処理維持活動について

排出職場

プラントエンジニアリング部

契約外廃棄物委託のリスク削減

項
目

基
準

結
果

職場記入

PE部記入
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外部アプリケーションを導入しマニフェスト進捗を見やすく管理

処理報告状況 表示の意味

・・・ 廃棄物処理報告が完了
・・・ 廃棄物処理報告が未完
・・・ 予定外の最終処分情報

20

2-4. 廃棄物の適正処理維持活動について
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廃棄物削減と資源保護の取り組み事例

マニフェストを運用して廃棄物を適正処理する力量を身に付けるための教育を実施。

廃棄物分別教育（新入社員向け）

マニフェスト運用教育

廃棄物処理に関するコンプライアンスを徹底

実物を見せながらの
廃棄物分別ルール教育を実施。

廃棄物処理に対する
社員の意識向上を狙う。

2-4. 廃棄物の適正処理維持活動について
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法違反

その他

法違反

環境汚染

不法投棄

倒産

災害・事故

契約管理

保管基準

マニフェスト管理

契約先 2重化
(リスクヘッジ)

教育・力量評価

事象 対策要因

電子マニフェスト
システム一元管理

委託先監査

廃棄物のリスクとして、法違反、ブランド毀損と操業影響がある

22

2-4. 廃棄物の適正処理維持活動について

排出先要因

自社要因

廃棄物リスク
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全国に排出場所が点在し、48委託先に様々な廃棄物の処理を委託している

※2022年1月現在

23

2-4. 廃棄物の適正処理維持活動について
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現地写真
（会社外観）

現地写真
（処理施設）

現地写真
（保管場所）

現地写真
（看板類等）

基本情報・結果 項目毎の判定

監査先の状況

独自のチェックシートにより委託先の健全性を確認

2-4. 廃棄物の適正処理維持活動について
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■チェック項目

・財務状況

・優良認定有無

・施設管理状態

・保管状況

・法令順守

・安全管理

・評価 5 全ﾁｪｯｸ項目:A比率80%以上。分野別評価:A比率60%以上。Cなし。 ⇒ 委託契約継続

・評価 4 全ﾁｪｯｸ項目：A比率70%以上。分野別評価:A比率60%以上。Cなし。 ⇒ 委託契約継続

・評価 3 全ﾁｪｯｸ項目：Aの比率60%以上。 ⇒ 3期連続総合評価3で改善されるまで排出停止

・評価 2 全ﾁｪｯｸ項目：Aの比率60%未満。 ⇒ 改善されるまで排出停止

・評価 1 全ﾁｪｯｸ項目:Ｃあり。 ⇒ 排出停止、委託先契約の見直し

※且つ ・A比率93％以上：優 ・A比率90％以上92％以下： 良
・A比率85％以上89％以下：可 ・A比率84％以下：見直し検討

評価基準

2-4. 廃棄物の適正処理維持活動について

■採点基準

・十分 ⇒ A

・改善の余地あり ⇒ B

・法令・要求事項 違反あり ⇒ C

採点結果を元に ５段階評価で委託継続を判断
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◆優良認定を受け且つ社内評価での優良業者の確認回数削減
①総合評価5 A比率優業者（マニフェスト49枚以下）：１回／３年

②総合評価5  A比率優業者（マニフェスト50枚以上）・A比率良業者：１回／２年

③総合評価5 A比率可業者・見直し検討： １回／１年

◆静岡県産業廃棄物の適正な処理に関する条例施行細則
・第４条第２項
優良認定業者の場合は実地確認を要しない

◆静岡県産業廃棄物の適正な処理に関する条例
・第10条
処分を委託するときは実地に確認しなけれないけない

優良認定でも排出者責任の原則に従い現地へ確認へ赴くことは必要と考える

26

2-4. 廃棄物の適正処理維持活動について

実地確認先の濃淡管理（実地確認頻度の見直し）
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その他環境活動への取り組み紹介
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①地球環境保護の取り組み

日本（遠州灘海岸） アメリカ

地域の身近な自然である遠州灘海岸では、1991年からビーチクリーン活動を実施しています。
また、海外拠点でも同様の活動が従業員とその家族・ボランティア団体の方たちと行われています。

ポルトガル

・自社製品を使用したマリンクリーン活動

日本（浜名湖） アメリカ（マタンサス川） ポルトガル

自社製品を利用し陸からはアクセスできない場所の清掃活動を実施。

・ビーチクリーン活動

2-5. 廃棄物のリスク管理活動について
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②生物多様性の取り組み
・菊川テストコースにおける希少植物種の保護

群生するタコノアシ 豊かな谷のシラン 残る森のナギラン

静岡県菊川市の二輪車用テストコースでは、コースの外周に一定幅の既存植生の確保や新たな植林など、
生物多様性の維持や環境保全に配慮しています。

・地域の植林活動への参加

日本（磐田市） タイ 台湾

日本では磐田地域の豊かな地下水を育み養う事を目的とした植林活動へ参加や、海外拠点でも同様に
環境保全活動の一環として地域の植樹活動に参加しています。

2-5. 廃棄物のリスク管理活動について
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地域・社会・地球環境との調和を大切に
持続可能な社会の実現のために活動を推進していきます。

30
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ご清聴ありがとうございました。


